奈良県の観光を考える（その１） by 野口 隆
13
奈良の観光振興について考える（その１）
























2009 年には 3,460 万人まで減少し、修学旅行生も減少を続けている。

















ー形式のアンケートを行っている（「奈良県観光地魅力向上調査」平成 21 年 3 月）。
　その結果は次に示すとおりであるが、とおり一遍の一般的な調査ではなく、観光地を訪れた人に、具体的な施設
名などを挙げて観光施設、宿泊施設、土産物店や食事処などの「もてなし」の評価を質問している。
　この結果、奈良県観光全体の評価では全体の満足度が 31.4% であるのに対し、もてなし対応が 26.4％と５ポイン
資料：厚生労働省生活衛生局指導課調べ（Ｈ 16.3.31 現在）出典：奈良県「21 世紀の観光戦略」平成 17 年

















































　 　このほか冬季の対策として、若草山の山焼き（18 万人、花火 600 発）、12 月のおん祭りなどもテコ入れが進ん
でいる。
②このような動きの集大成が、2010 年の「平城遷都 1300 年記念祭」だと考えられる。
　平城遷都 1300 年記念事業協会は、2010 年 12 月「平城遷都 1300 年祭開催効果等第 2 回中間まとめ」を発表した。































































































































　奈良の将来ビジョンをつくるフォーラムの観光交流分科会は、2010 年７月〜 10 月に、３回の会合を持ち、林信
夫平城遷都 1300 年記念事業協会のプロデューサーをアドバイザーとし、村田武一郎奈良県立大学教授、麻生憲一
奈良県立大学教授、野村幸治高取町 NPO 法人「住民の力」代表、中野聖子ホテルサンルート奈良専務取締役、北
岡篤吉野町町長、紀埜弘道洞川温泉観光協会代表、浜浦義勲 NPO 地域創造政策研究センター幹事をはじめ多くの
方から報告、提案をうけた。
